









明 治 と デ ザ イ ン
平山英三をめぐって
緒 方 康 二
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1871(明治4)年 条約改 正 を目途 として 日本 を
出発 した岩倉使 節団 の一行 は,1873(明治6)年
6月3日 ウィー ンに入 った。当時 ウ ィー ンで開催
中の万国博覧 会見学 のためで ある。 い うまで もな
くウ ィー ン万 国博覧会(以 下 ウ ィー ン万博 と略 記
す る)は,明 治新政府 が国 を挙 げて参同 した,初
の海外博覧 会で あ る。 アメリカを振 り出 しに,ヨ
ー ロ ッパ 諸国 を歴訪 したの ちウ ィー ンに至 った使
節団一行 の印象 は,
米,英,仏 ヨ リ欧 州 ノ野 ヲ経歴 スルニ,通 邑大都二,製 作 ヲ競 ヒ,貿 易
ヲ務 メルコ ト,昼 ハ車輪 ノ鞠 鞄 タ ル ヲギ ・,夜 ハ炎 餤 ノ天 ヲ焦 ス ルヲ ミル,
各都 二留 レハ,製 場 商会 ノ厚意 ニテ,ミ ナ其製作 ノ状 ヲ実験 セ シメタ レ ト
モ ,是 ハ特 二千百 中 ノーニ ニ シテ,其 国 二於 テ,尤 大盛隆 ナルモ ノ ・ミ;
安 ソ全州製 作 ノ景況 ヲ尽 スニ足 ラン,幸 二墺 国二万国博覧会 ヲ開 クニ逢 ヒ
其場 ニテ,昨 日 ノ目撃 ヲ再検 シ,未 見 ノ諸工産 ヲ実閲 シ タルハ,此 記行 ヲ
結 フニ大 二力 ヲ得 タリ,①
とい うもので あった。 この見学 によ って一行 は,わ が国 と欧米 先進 諸国 の問
の技 術工 業力の差 を,改 め て痛感 したので ある。一 旦は政府 当局 によ って不採
用の決定 が下 され ていた現地 におけ る技 術伝習 の問題 が,6月 に至って 「渡航
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人員 中 ヨリ若干名 ヲ選 択 シテ必要 ノ技術 ヲ伝 習セ シムル ノ方針 ヲ定 メ政府 二具
申」② す るかた ちで再燃 しは じめたの は,使 節 団一行 の ウィー ン到着 と無縁 で
はない。
か くて わが国 の近代科 学技術史 上記念 すべ き 「技術伝 習」 が,伝 習者25名、
伝習項 目24項目 をもって開始 された。 この25名の伝 習者の中 に,わ が国 におけ
る近代 デザ イ ン運動 の先覚者 の1人,平 山英 三 がいた。
英三 の伝 習項 目は 「工作 図学」 で あった。 『澳国博覧 会参 同紀 要』(以 下 『参
同記要 』 と略記 す る)に もそ う記 されてい る。③ しか し伝習 内容 の中心 は 「応 用
美術(デ ザ イ ン)」 で あった。英三 の帰 国後 の活動 もまた,.この線 に沿 った も
ので あった。1873(明治6)年 頃 とい えば,わ が国 においては未 だ 「美術」 の
概 念す ら定着 してい なかった時期 であ る。 この時期 にあって,海 外 において正
規 の教 育機 関 によ るデザ インの研修 を試 み た意義 は大 きい。 しか しこ うした彼
の事跡 は,帰 国後 の彼 の活動 と併せ て正 当 に評価 されている とは いい難 い。理
由は いろいろ考 え られ るカ㍉ その一 つは,彼 の伝 習項 目が 「応用 美術(デ ザ イ
ン)」 で はな く 「工作 図学」 と して紹介 され,そ れ が定着 した ことにあ ろ う。
今一つの理 由は,彼 が ヨー ロ ッパ で得 た技能 を最大限 に発揮 した場 としての東
京高等工業学校 工業 図案科 が,僅 か17年の存在 をもって廃止 され たこ とで あ る。
その結果 として,工 業図案科開設 の時期 す ら正 しく伝 わって いないのが現状 で
ある。更 には英三 の謹厳 な性格 も挙げ るこ とがで きる。彼 は,東 京高等 工業学
校 のみな らず竜池会(の ちの 日本 美術協 会)を は じめ とす る数多 くの団体 に所
属 し,こ れ らの団体 や博覧会 や共進 会活動 を通 じて,ヨ ー ロッパ で学 ん だデザ
イ ンに関 す る知識 や経 験 の普 及啓蒙 に専心 した。然 し彼 の謹厳 な性格 や テ クノ
クラー トと しての謙虚 さは,こ れ らの業績 をこ とさらに喧伝 す ることを好 まな
かった と見受 け られる。
文献 の うえで,平 山英 三 を海外 におけ るデザ イン研修 者の嚆矢 と したのは,
石井研 堂の 『明治 事物起 原』 がは じめてで あろ う。 この 『明治事 物起 原 』中の
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「洋式 図案 学習の始」④ を目に して以 来,筆 者 は平 山英三 に強 い関心 を抱 いて
きた。 幸い,先 年来 ご遺族 の知遇 を得,貴 重 な ご教授 を得,重 要 な資料 を通覧
させていただ く機会 を得 ていたが,今 回,改 めて平 山家 に所蔵 されてい る英三
の関係 文書 を貸与 して いただ くご厚情 に接 した。 この関係 文書の中 には,日 本
近代美 術の展開 の うえで 重 要 な足 跡 を残 してい る竜 池会 の会 計 簿や,「 邦画
ノ実用二適 セ ルヲ論 ス」 と題 した九鬼隆一 の草 案一1883(明治16)年3月18日
付一 なども含 まれて お り,い ず れも近代美術史 を論 考す るに当 っての,重 要 な
基礎 資料 とい えよ う。
本稿 においては,関 係 文書中,特 に英 三のデザ イ ン活動 に関す る資料 を参照
しつつ,ウ ィー ンでの研究 内容 と東京 高等 工業学校 工業図案科 におけ る活動 を
中心 に,平 山英 三の没 年 までの 巾広 い活動 をあ とづ けてみ たい。 なお,東 京 高
等 工業学校 の名称 は1901(明治34)年の改称 によ るもので,そ れ以 前,特 に工
業図案科開設 当時 は東京 工業学校で あった。従 って工業図案科設置 当時 は東京
工業学校 とし,そ の ほ かは東京高等工 業学校 を用 い ること とす る。
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平 山英三 の経 歴 を紹介 した文献 は少 ない。 『日本美術年鑑』第1巻 一明治43
年度一 にみ られるよ うな,所 属 団体,現 住 所 のみ を簡単 に記述 した例 は別 とし
て,次 の3件 が比較的 英三 の経歴紹介 と しては まとまった もの といえる。 まず
先述 の 『参同紀要』 が ある。 ここに収録 されて いる 「澳 国博 覧会 図学 ノ伝 習及
爾後 ノ経歴 」(以 下 「爾後 ノ経歴」 と略記 す る)は,ウ ィー ン万博参同 の年 よ
り1897(明治30)年頃 までの英 三の略歴 を,彼 自身 が綴 った もので あ る。 この
「爾後 ノ経 歴」 を抄録 したのが ,『 明治事物起 原』上巻 の 「洋 式図案学習 の始」
であ り,130字 あ ま りの英三 の紹介 がな されて いる。 ただ文末の 「不幸早 世せ
り。」 をは じめ と して,ウ ィー ンよ りの帰 国年度,官 制 の名称 な どに二 三の誤
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りがみ られる とともに,「 爾後 ノ経歴」 に依 拠 した関係 上,『 参同紀要 』発刊
一1897(明治30)年 一 の年 以後 の経歴 につ いて,触 れ るところがない。
出生 よ り没年 に至 る経歴 を簡潔 に記 した もの と して,雑 誌 『帝 国工芸 』第4
巻 第10号一 昭和5年 一 に掲載 された 「平 山英 三略伝」⑤ が ある。筆者 は平山英
三 の長男,平 山復 二郎 であ る。以上 の経歴 の外、竜池会(日 本美術協会),東
京彫 工会,大 日本 図案協会,あ るいは第5回 内国勧 業博 覧会 をは じめ とす る博
覧 会 ・共進会 での活動 を加 えて整理 したの が,巻 末 の 「平山英三略歴」 で あ る。
平山英三の略歴 中,出 生 よ りウ ィー ンか ら帰国 す るまでの期間 は,英 三 の将
来 を決す る うえで最 も重要 な時期 であろ う。 まず出生 か らみ てみ る。
平山英三 は,対 馬藩宗 氏の待医塩 田揚庵 の四男 と して,1855(安政2)年12
月15日江戸 に生れ た。⑥8才 の頃,幕 臣平山省斎 の次男 としてその姓 を継 いだ
が,こ れは省 斎 自身 の母 方 が,塩 田氏の出 であ ることに関係 す るもの と思 われ
る。
養父平 山省 斎は三春藩 士黒岡活 円斎の次男 で,1815(文化12)年の生 れ,名
は敬忠,字 は安民,通 称 を謙二郎 といい,省 斎 はその号で ある。1850(嘉永3)
年,幕 臣平 山源太郎 に養 われてその家 を継 ぎ,翌 年 には徒 目付 に進 んだが,18
53(嘉永6)年 ペ リーの来航以 後は主 として外 交の衝 に当 り,1865(慶応 元)年
図書頭,1867(慶応3)年 には若年寄兼外 国総 奉行 に任 ぜ られるな ど,徳 川幕
府末期 の功臣 として名 高い。
省斎の長男 には平山成信 が ある。成信 も英三 と同 じ くウ ィー ン万博 の参画 者
で あ り,明 治 か ら昭和期 にかけて,博 覧 会活動 を中心 に,産 業 ・学術 の振興 に
多大の貢献 をな した人物 で ある。 この成信 は,フ ランス語 を得意 と したが,英
三 もまた明治初期 の頃 に英 語 を修得 して お り,幕 末 において外 国 との接渉 に,
幾 多の苦 汁 をなめ たであ ろ う父省斎 の,2人 の息子 に対 す る薫 陶の あと を うカ・
がわせ る。 ちなみ に英 三の生家 におけ る長 兄塩 田良三⑦(の ちに真 と改 名)も
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また,明 治の産業,工 芸界の先覚者であり,平山英三,平 山成信そして塩田真
の3兄 弟は,と もに明治期 における産業 ・工芸の指導育成 に多大の力をなして
いる。
1872(明治5)年,英 三は外務省飜訳掛別席へ出勤 を命ぜ られる。関係文書
の中には,外 務省罫紙 に毛筆で記 された 「往復書簡飜訳控」 が残 されており,
そこには,平 山外5名 によってなされた外交文書の英文和訳 が記載 されている。
英三が英語を学ぶに至る経歴 については,い まだ詳 らかでない。
1873(明治6年)の ウィーン万博 に際 しては,英 三は 「英語通弁及飜訳」 を
職務 として参加することになった。ウィーン滞在中に英三が行なった技術伝習




月 ヲ以テ独逸 「ウユルテ ンブルグ」国 「スチュジ トガル ト」府二於ケル工
業学校図学所二入 リ数月間同所二於テ自在画ヲ練習セル後維納府二帰 レリ






一年四月マデ右美術工業学校正則生 トシテ維納府二留 リ専門 トセル応用美
術練習 ノ傍 ラ更二教授 「バ イエル」氏二就テ正写図法(プ ロエ クチオン)
陰影法(シ ャッテレー レ)及遠近法(ペ ルスペクチーフ)ノ 諸学科 ヲ脩メ
ヌ博士 「ハウセル」氏二就テ様式学(ス チールレーレ)ヲ脩ムルコトヲ得




英三のウィー ンでの活動の概要は,ほ ぼこの文面でつ くされている。ただ関
係文書の中に,こ の 「爾後ノ経歴」の草稿が含まれており,そ こには,少 しつ
つ内容 を異 にす る草案が3通 みられる。それらを参照 しながら,英三のウィー,




其研究二従事セ ント欲シ」,こ の博覧会 に随行 したお雇 い外国人 ドク トル ゜ワ
グネルの斡旋によって,ス チュツ トガル トの工業学校で学ぶこととなった。こ
の工業学校 の正式名称や実態 については不明であるが,そ こでは,お もに 「鉛






先に述べたように,ウ ィー ン万博派遣団は同年6月,渡 航員の中から若干名
を選んで必要 な技術 を該地で伝習させることにより技術伝習 をスター トさせ,
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これに要 す る経 費1万 円 を本国政府 に要請 した。 しか し本 国政府 はこれ を認 め
ず,9月 には,伝 習生 に対す る帰 国命令 が下 され る。 これに対 し伝習生 た ちは
伝 習 の実施 ・継 続 を強 く希望 し,そ の結果,塩 田真 の資金援助 を得 て,6ヵ 月
間 の自費滞 在延長 とい うかた ちで伝 習 が継続 され るこ とにな った。一 方本 国政
府 との接渉 はその後 も続 け られ,よ うや く12月4日 に して,出 品物売却 金の中
か ら6千 円 を技術伝 習の費用 に当て てよい旨の許 可 が出 され る。英三 が12月9
日,伝 習先 のスチュ ッ トガル トからウ ィー ンへ戻 ったのは,上 記 の経過 にも と
つ くもので あ る。12月18日には正式 の伝習 命令が出 され,自 費伝習 者 も更 に6
ヵ月の,官 費滞在延期伝 習 が命ぜ られてい る。,
3
平 山英三 の ウィー ンでの就 学機 関 で ある 「維納 府美術 工業博物館 附属 美術工
業学校 」(以 下 ウ ィー ン美術 工業学校 と略称 す る)は,正 式名 をKunstgewer-
beschuledesk.k.osterreichischenMuseumsfurKunstundIndustrieとい
い,現 在 なおHochschulefUrangewandteKunstinWienとして活動 を継続 し
て いる,ヨ ー ロッパ大陸有 数の美術 工芸 学校 である。博物館 の設 立は1863年で
あるが,附 属 美術工芸学校 は1868年10月15日に創設 され た。現在 の学校要覧 に
記載 されてい る沿革史 によれ ば,ウ ィー ン美術工業 学校 は,ロ ン ドンのサ ウス
ケ ンジ ン トン博物館(現 在 の ビク トリア&ア ルバ ー ト美術館)附 属 の美術学校
をモ デル と して設立 された もので,こ の種 の教育機 関 と しては,ヨ ー ロ ッパ 大
陸 本土 では最 も古 い とい われ る。設 立の 目的 は工芸 と工業生産 品の美 的水準 を
高 め ることにあ り,ゼ ンパー(GottfriedSemper1803～1879)の影響 を強 く
受 けてい るこ とはい うまで もない。
HochschulefurangewandteKunstの記録 によれば,英 三 の在籍期 間 は,1874




入学当初 は正規の就学者 として記録 されていないものと推定される。記録上,
1877(明治10)年3月20日をもって退学 した理由は明 らかでない。学則 によれ
ば,聴 講生の制度 も置かれてお り,以後1878(明治11)年4月ウィーンを離れ
るまでは,こ の聴講制度によって研究 を継続 したものとも考えられる。
附属美術工業学校の内容については,『竜池会報告』第29号(明治20年10月)⑨
『大 日本美術新報』第48号,⑩ 第49号⑪(明 治20年10月,11月)に,「墺国美
術工業博物館附属美術工業学校規則」として,平 山英三による紹介がなされて
いる。本文中に,「 此他一千百七十七年六月六日教務省ノ認可ヲ終 テ」 とある
ので,英 三の紹介 した規則 は,少 くとも1877(明治10)年6月以降のものとな
る。上記資料のほか,創 設当時の1868年および1874年付の学則 ・カリキュラム
を八手 しているので,こ れ らの資料 を参照 しながら美術工業学校の内容に触 れ
てみる。
ウィーン美術工業学校は,大 きく2つの科 に分けられていた。専門学科と予
備科である。専門学科は 「家屋装飾二属 スル専科」と,「 工業二応用スヘキ専




に応 じて定め られたのに対 し,予備科は3年 とされていた。 また予備科 は更に
装飾画 ・人体画 ・彫刻の3部 門に分 かれ,い ずれの部門に属 した場合で も,投
影法 ・陰影法 ・遠近法 と様式学が必修科 目として課せ られていた。
別稿 において,ウ ィーン美術工業学校 における英三の在籍 を図画専科 と推定
したが⑬ 「爾後 ノ経歴」の草稿 によれば,英 三の入学は建築専科 となっている。
教 えを受けたFストルク」氏 とは,当 時美術工業学校の校長 で,建築専科の主任
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教授 を兼務 していたJosefStorkのことである。⑭ 英三はこの建築専科の正則
生 として,「 専 ラ工業的応用美術」 の研鑽 に励んだ。専科規則では,建 築専科
における授業内容は次のように規定 されている。
本科ハ建築上 ノ様式及 ヒ形状 ヲ講習 シ之ヲ室内 ノ装置并二木石金属陶磁
等各種 ノ家具什器其他マ般 ノ美術工業上二応用スルコ トヲ教授ス
本科 ノ生徒ニハ理論的器物学ヲ講習セシムヘシ
(中 略)
本科 二入学スルモノハ第六条規約 ノ外様式学,正 写図法,陰 影図法及 ヒ
遠景図法ヲ脩メタルモノニ限ルヘ シ⑮(傍 点筆者,以 下同 じ)
英三が 「爾後 ノ経歴」においてウィーン美術工業学校で履習 し1たとして掲げ
た4つ の科 目は,い ずれも建築専科 において必修 とされた科目であることが判
る。英三が建築専科で学んだ様式論,様 式の学習 と再構成,図 学,器 物学は,
彼の帰国後 さまざまな機会 を通じて行なった講演や文書 による発表の内容,あ
るいは設立 に深 くかかわったであろう東京高等工業学校工業図案科のカリキュ
ラムに,色 濃 く反映 されて行 く。この点 について,特 に器物学については後述
する。
1878(明治11)年4月,英三は丸5年 の才月を過 したウィーンを離 れ,勧農
局長の命によって,こ の年開催 されたパ リ万国博覧会に赴 くことになった。パ
リ滞在は同年10月10日まで,兄成信 もまた,ウ ィーンに引続 きパ リ万国博覧会
の事務官 を務めていた。以後 ヨ〒ロ ッパ各地 を歴遊,帰 国は同 じく1878(明治
11)年12月8・日のことである。 ウィー ン万博の技術伝習生の中では,異 例の長
期滞在であった。
4
ウィー ンでの長期に亘 る研修 を終 えて帰国 した英三は,内 務省御用掛勧商局
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事務取扱製品画図掛 として,「専 ラ美術的工業品図按 ノ調製二従事」すること
となった。
内務省勧商局は,明 治政府殖産興業策の行政担当部局である内務省勧業寮中
の商務 を分割 して,1876(明治9)年5月 に生れた部局で,製品画図掛のほか5
つの掛 を置 いている。製品画図掛 は,「海外需要品 ノ?n行ヲ案 シ之力製品画図
ヲ製 シ諸工芸者ヲ補助誘導スル等ノ事ヲ担当」す る掛であった。
製品画図掛の業務の内容 についてはあまり明 らかでない。僅かに雑誌 『現代
の図案工芸』で,松 岡寿がその一端 を紹介 しているので引用する。
確 か明治十年頃であったと思ふが大蔵省の勧業寮 に製品画図掛 なるもの
を新設 して河瀬秀春氏 を長官とし故山高信離氏掛長に尚故塩田真,岸 光景,
平山英三、藤沢梅南の諸氏 が意匠考案者となり又所謂図工 として狩野永徳,
野口幽谷,大 庭学仙,川 崎千虎の諸氏がいて一般民間当業者の依頼に応 じ
て無料で工芸図案 を盛んに描いて附与 したものであった。(中 略)此 時代
の図案なるものは徹頭徹尾古物模倣主義であって古実にさえ嵌っておれば
それでよく,若 しそれが法隆寺の何々に一致せぬといふや うな場合 には其





の彼の活動 に関す る資料 を欠 く今,こ の点については判然 としない。なお勧商
局は1878(明治11)年12月をもって廃止 され,翌 年1月,新 たに大蔵省商務局




となる。 ニ ュル ンベ ル グよ り帰国 した英三 は,以 後宮内 省博 物館勤務 となるが,
こ うした官 制 の改廃 に伴 う転属 が あって も,仕 事 は終 始 「専 ラ美術的製 品図按
ノ調製二従 事以 テ澳 国 二於 テ脩習 シ タル学科 ヲ実地 二適 用スヘ キ職務 二任 シタ」
と,「 爾後 ノ終歴」 の草稿 に記 してい る。
5
一方 ,英 三 がウ ィー ンで の研修 を終 えて帰 国 した1878(明治11)年,日 本伝
統美術 工芸 の衰退 を憂 い,そ の再興 を もって国策で あ る産 業の育成 と輸 出の振
興 に役 立て よ うとす る活動 が,英 三の兄塩 田真 を囲 んで始 め られていた。塩 田
の 自宅 に集 まって美術 工芸 品の品評 を行 な うこの会 には,塩 田真 のほ か河 瀬秀
治,山 高信 離,山 本 五郎,納 富介次 郎,松 尾儀助,若 井謙 二郎,岸 光景,大 森
惟 中 らが参集 していた が,中 心 メ ンバ ーは,ウ ィー ン万博 の参加者 によって構
成 されて いた。1879(明治12)年3月15日,会 名 を竜池 会 と定 め(の ちには 日
本美術協 会 と改称),佐野常 民 を会頭 に截 く美術考究団体 と して発足 した こ とは
周知 の通 りで ある。英三 は,発 足 当初 の竜池 会 々員 の筆 頭 に掲 げ られて いる。
竜池 会 は1880(明治13)年,機 関誌 『工芸 叢談』 を創 刊 したδ この 『工芸叢
談 』 がいつ頃 まで継 続 された かは詳 らかで ない。次 いで1883(明治16)年10月
には,新 たな機 関誌 『竜池 会報告』第1号 を刊行 したが,こ れは続刊 されなか
っ たもの と思 われ る。
1885(明治18)年6月 に至 って,再 び 『竜池会報告 』 が第1号 から装 い も新
に発刊 され,以 後竜池会 が 日本美術協会 と改称 され る1887(明治20)年 まで,
31号が続 けて刊行 されて いる。1888(明治21)年以降 は,改 称 にともない,機
関誌名 も 『日本美術協 会報告』 と改 め られた。
竜池会 の活動記録 で ある31冊の 『竜池 会報告 』では,平 山英 三 ・平 山成信 そ
して塩 田真 の 目覚 しい活躍 がみ られ る。英三 と成信 は それぞれ得意の語学 カー
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英 三 は ドイツ語,成 信 はフ ラ ンス語一 を生 か して海外 のデザ イ ン関係文献 の抄
訳,美 術 ・デザ イ ン教育 啓蒙機関 の紹介 を連 載 し,塩 田真 もまた,産 業 ・工芸
振興 の立場 か ら,「 陶漆 器 ノ販路 ヲ拡張 スル方策」(第2号)を は じめ とす る
啓 蒙的論説 をい くつ か寄 せ てい る。
英三 の海外 事情 の紹介 記事 は次 の通 りで あ る。
「美術 工業 ノ概 論」 一 ファルケ氏 美術工業論 抜萃一⑰(第16号 ,第17号,
第23号,第26号)
「カンニ ッツ氏紋様 説摘訳」(第19号 ,第20号,第21号)
「ニュ ル ンベ ルグ府 王国美術工芸 学校規則」(第24号 ,第25号)
「墺 国美術工業博物 館附属美術 工業学校規則」(第29号)
筆頭 に掲 げた 「美術 工業 ノ概論」 は,英 三 が ウィー ン美術 工業学校建 築専科
在籍 中 に学 んだ 「理 論的器物学」 の内容 を示 す もの と思 われ る。1904(明治37)
馨
ので あ る。
「美術工 業 ノ概 論」 につ いて も,関 係 文書中 にい くつ かの草稿 が残 されてい
るが,概 要 は 『竜池 会報告 』 に収録 されて いる もの と大差 がないので,こ れ に
よ って内容 をみてみ よ う。
「美術 工業 ノ概 論」 は,第 一章 「形状 ハ実用 二原 ス」 と して次 の よ うには じ
'まる
。
凡 ソ美術 工業上 ノ製作 二係 ル百般 ノ物 品 二於 ケ ルヤ其美術上 ノ基本 トナ
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ルベキモ ノニニ アリ日 ク形状 ナ リ日装飾 ナ リ而 シテ猶此 二者 二於 テ其序 ヲ
論 ズ レバ装飾ハ 成形以後 二起 ルモ ノナ レバ 之 ヲニ ニ措 キ形状 ヲ以 テ第一 ト
ナスベ シ⑩
続 けてい う。物 には それぞれ個 有の形状 が あるが,そ の形状 のよって来 る所
は実用(機 能)で あ る。従 って形状 の決定 がい かに考案者 の思考 にゆだね られ
ている とは いえ,こ の実用 く機能)を 無視 して生れ た形状 で あっては ならない。
「総 テ美術 工業品 ノ要旨ハ実用」 にある。 また形 を決定 す るに当 っては,材 料
と製法 を考慮 しなければ な らない。 そ して材料 は実用 の観 点 か ら選択 し,製 法
は材料 によ って定 めねば な らない。・美術工 業上 の製品 は,こ の実用 と材料 と製
法 に加 えて アイデア と美観 を具 えた もの でな ければ な らない。
第二章 の 「流動体 ヲ容 ルベ キ器物 ノ形状 」 にお いて は,ギ リシャの瓶,水 差
しを具体例 と して,「 流 動体 ヲ容 ルベ キ器物」 において も,用 途や材料 によっ
て,さ ま ざまな器体 や把 手の形状 が生 れ得 ることを述 べ てい る。
第三章 「製 器二於 テ材 料 ト美術 トノ関係」
この章 にお いては,石 ・木 ・ガ ラス ・金属 な どの材料 および加工上 の特 質 を
あげ,材 料 の選択 は一 に考案者 に かかってい るが,材 料 に応 じた製法 を選 び,
「成 ルヘ ク材 料 ヲ苦 シメサ ル事」 に注 意す るよ う求 め てい る。 か くて材料 と加
工 との関係 を熟知 し,材 料個 有 の機能 上の限 界 を心 得 れば,あ とは形 の細部 に
至 るまで考案 者の 自由な決定 にゆだね られるが,な お実用(機 能)に 対 す る配
慮 を忘 れては な らない と くり返 し注意 を喚起 してい る。
以 上の考察 が また,美 術 形態 と工作 材料 と加工技術 の間 には,相 互 に密接 な
関係 が保 たれ なければな らないとす るゼ ンパ ーの考 えと軌 を一 にす るこ とは明
らかで ある。 そ して この 「美術工 業 ノ概 論」 に示 され る考 えか ら 「装飾」 の し
が らみ を取 り除 けば,機 能 ・材質 ・加 工法への考察 か ら生 れ る形態 その もの に
美 を見出 そ うとす る近代 デザ イ ン思潮へ は,ほ んの僅 かな距離 しか残 されてい




もので あろ うが,こ の内容 も 「美術工業 ノ概 要」 に準拠 した もの とい える。
6
ニュル ンベ ルグ金工 万国博覧会 より帰国 した平 山英三 は,一 旦宮 内省博 物館
に奉職 したが,1888(明治21)年,意 匠条例 の発 布 に ともない,同 年7月 特許
局審査 官補,11月 ヒは同審査官 に任ぜ られ る。以後没 年 まで特許局 を本務 とし
た。1897(明治30)年 か らは,新 設 された東京高等 工業学校工 業図案科 へ特 許
局 兼務で出講 がは じま るが,特 許局へ の勤務開始 よ り工業図案科 兼務 に至 る9
年間 につ いては,今 の ところ英三 の活 動 を裏づ け る十分 な資料 を欠 く。
ただ特許局 審査 官 は,意 匠条例制 定 に伴 う新 しい部局 での勤務 であった か ら,
当初 その業務 に忙 殺 されたで あろ うこ とは想像 に難 くない。 また一方,新 しい
業務 を一 般 に啓蒙 す る必要 は当然生 じた もの と思 われ,・関係文書 中 には 「抑 モ
特許 法 ノ所謂発 明 ト意匠法 ノ所謂意匠 トハ 其性質上 二於 テ判然 区別 アルハ其 各
法律 ノ條文 二依 テ明 ラ カニ シテ」 との書 き出 しには じまる草稿 が残 されて い る。
以下工業製 品 において,実 用 の問題 は特許 に,形 状,美 観 は意匠の 問題 に属 す
る をもって,両 者 が並 行 して進 まねば,工 業の発展振興 は望 め ない との彼 の考












学校の商議員を勤めていたから,工業図案科 の開設 に当っては,全 面的な協力
を惜 しまなかったものと推察 される。
工業図案科設立の趣旨,カ リキュラムの一端,教 員ス タッフについては,既
に別稿 において概説を試みた⑳ のでここでは触れない。ただ工業図案科開設当
初のカリキュラムの中に,平 山英三のヨーロッパでの研修成果が色濃 く反映 し
ていると思われるので,そ の証左として,東 京工業学校一覧 における工業図案
科の教科要旨説明を引用 してみよう。
教科要旨の説明は図案材料 よりはじまっているが,こ の図案材料 を担当した
のが,平 山英三である。図案材料は図案法 と工芸史大意 よりなるが,図 案法の
要旨は,次 のように示 されている。
図案法ハ形状及装飾 ノニ部二分チ形状ノ部二於テ器物類二於 ケル用途 ト
形状 トノ関係并二器体各部ノ目的及形式其他一般製品ノ形状二関スル意匠
上ノ原則 ヲ授ケ次 二装飾ノ部二於テ模様 ノ資料組織并色彩其他装飾二関ス
ル原則等ヲ授 ク⑳
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ここに示 された内容は,先 に触 れた 「美術工 業 ノ概 論」 と基 本的 に一 致す る。
ただ,概 論 に示 された 「器 体各部 ノ目的……」 以下 については,「 美術 工業 ノ
概論」 では あま り触 れ られてはい ないが,「 美術 工業 ノ概論」 はあ くまで抄 訳
であ り,器 体 の形状 に関 す る意 匠上の原則 や装飾 法 については,省 略 されて い
た と考 えられる。
平 山家の関係 文書 の中 に,「 器物 ノ説(前 号 ノ続)」 と題 した草稿 が残 され
てい る。 そこには,「 器体各部 ノ関係及 ヒ之 ヨリ成立 ツ トコロノ形状」 と して
器物 の彩 態 を腹 ・脚 或ハ台 ・頸 ・口 ・把手 の5つ の要 素 に分 け,そ れぞれの用
途 に応 じた形態 の考 え方 が述べ られて いる。
「腹」 につ いては,次 のよ うにある。器物(容 器)の 腹部 は最 も重要 な部 分
として,他 の部 分 か ら 「独立」 して考 えるべ きで あ る。腹部 の形態 は さまざま
考 えられ るが,基 本 的 には 「球体 ・卵形体 「コノイー ド」体(円 錐体 ノ頭尖 ヲ
截 断セ ル体)・ 「ヒペ アボロ イー ド」体(我 力朝顔形 ト称 スルモ ノ ノ如 キ体)」
な どの数種 に過 ぎず,こ の基 本形 を原形 として,こ れ よ り無限 の変形 を考 え る
ことがで きる。 これ に対 す る装飾 上 の注 意 と しては
1.器 物 が物 をよ く貯 え,直 立 した姿 で ある点 が表 現 された装飾 で あるこ と。
2.器 物 の形態 と使用法 に 「適 応」 した装飾 であ ること。
3.材 料 と製法 にも適合 した装飾 であ ること。
が挙 げ られてい る。 また,器 体の形状 は,装 飾 に用 い られ た紋様 によっては,
実際 よ り長 くみ えた り短 くみ えた りす ることがあ る。例 えば脚部 に縦線 模様 を
施 した場合 は,脚 が長 くみ える といった錯 視上 の問題 にも言及 して いるのは興
味深 い。
「器物 ノ説」 がいずれの紙 上 に発表 され たかは明 らかで ないが,先 の 「美 術
工業 ノ概 論」 とともに,工 業図案科 で行 った平 山英三 の図案法 講義の概 要 を示
す もの であろ う。




テ其方法ハ各時代 ノ図案様式ヲ臨画セ シメ各工業品ノ標本 ヲ写真 シテ形状
ノ組織模様 ノ配置色彩 ノ配合ヲ知 ラシメ以テ金物,木 具,漆 器,陶 磁器,
染織物等 ノ下図ヲ新案セシム⑳
「 様式学 もまた





る 「理論 的器物学」 にみ られ るよ うに,
新 しい時代 の新 しい生 産方式一工 業生産一 を意識 したもあで,わ が国 の来 るべ
き工業化社会 を前提 と して考 えられた とみてよ い。東京 工業学校 の図 案科 の名
称 に,重 ねて 「工 業」 を冠 し工 業図案科 としたの はその現れで あろ う。
英三 は また,教 育 の場 を離 れた社 会活動 にお いて も,新 し く育 ちは じめたデ
ザ イ ンを学 ぶ学生達 の ための活動 の場 をつ くることに もつ とめている。 その一
つは,日 本美 術協会 における図按部 会 の開設 で ある。竜池 会 が 日本美術協 会 と
改称 された時点 では まだ存在 しな かった部会 で あるが,1900(明治33)年1月
には旧来 の絵 画,彫 刻,建 築,室 内装飾,陶 磁 器 ・七宝 などに加 えて新設 され
てい る。委 員長 には,平 山英三 が あたった。
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日本 美術 協会 は竜池会 と称 されていた頃 から,毎 月テーマ を定 めて図 案 を募
集 して いた。 「務 メテ図按 ヲ本会 二出品 シ之 ヲ会員 ノ衆評 二附 シテ其優 劣 ヲ定
メ以 テ 自己 ノ技倆 ヲ麿 キ併 セテ当業者 ノ参考 二供 スル」⑳ ためで ある。1900(明
治33)年3月17日 に開 かれた 日本美術協 会の図案会 には,17点の図案 が出品 さ
れてい るが,17名の出品者 中10名が,東 京工業学校 工業図案科 の学生で 占め ら
れて いる。平山 英三 が在学 生 に対 し,積 極 的 に応 募す るよ う働 きかけたので あ
ろ う。
1901(明治34)年 には,東 京高等 工業学校 の教官,在 学生,卒 業生 を中心 と
したデザ イナー団体,大 日本図案協会 が結成 された。⑳ 英三 は第1回 総会 の座
長 をつ とめ,会 の と りまとめ役 に当って いる。協 会は機関誌 『図按 』 を発 刊 し,
会 の活動 は1903年(明治36)年前後 をピー クに隆盛 を極 めていた。 この時期,
工業図案科 は平 山英三 を科 長 と し,副 科 長 にイギ リス帰 りの新進 デザ イナ ー井
手馬太 郎 を迎 え,工 業 図案科 第1回 卒業生 の小室信蔵 をス タッフに加 えるとい
う,有 能 かつ特 異 なメ ンバー よ りなる教員構 成 で固 め られて いた。教員 の移動
も少 な く,最 も安定 した時 期 で あった。
しか し,こ うした安 定期 は長 く続 かなかった。1906(明治39)年 を境 と して
教員 の大移動 が は じま り,平 山英 三は この年,科 長 の職 を去 り,1908(明治41)
年 には小室信蔵 と ともに工業図案科 を退職 す ることにな る。工業 図案科 が隆盛
の途 にあ りなが ら,一 挙 に教員 人事の総入 れ換 えが計 られた理 由は明 らかで な
い。 の ちに工業図案科 その もの が廃 絶 され る遠 因 は,す で にこの時胚 胎 してい
たの かも知 れ ない。大 日本 図案協 会 の活動 が一挙 に衰退 に向 ったの も,自 然の
な りゆ きで あった。
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1907(明治40)年,東 京 勧業博覧会 閉会の3ヵ 月の後,文 部 省主管 の初 の絵
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画 ・彫刻 の展 覧会 が開催 された。い わゆ る文展 で ある。従来,絵 画 ・彫 刻 ・工
芸 ・デザ インは,博 覧会活動 を通 じて その振興 策 が計 られ る傾 向 にあ ったが,
絵 画 や彫刻 は,一 般 の勧業策 とは あい容 れない もの があ り,絵 画 ・彫刻 の独立
した展 覧会 を求 め る議 によ り生 れた美術展覧 会で ある。 工芸 ・デザ イ ンは発議
の当初 よ り対象外 とされていた。
文展 には疎 外 され,全 国規模 の博 覧会活動 も低 調 とな り,作 品発表 の場 を失
っていた工芸 ・デザ イ ン界 に一 縷の光 が射 すの は,文 展 開催5年 後 の こ とであ
った。1912(大正 元)年8月,デ ザ イ ンの進 歩,改 良 を計 る方策 につ いて,時
の農 商務大臣牧野 顕伸 は,平 山英三,松 岡寿,手 島精一,執 行弘道 に諮問 す る。
これ を受 けて
(→ 本省 に一 般工芸 に関す る事項 を管掌 す る機関 を設 くる こと。
仁)工 芸審査 会議 を設 け,其 道 の権威 者 を以 て委員 を組織 し,工 芸意匠 に
関す る事項 を審議研 究す ること。
∈)工 芸 品及 意匠 の展 覧会 を開催 す ること。⑳
以下数 ヵ条 の答 申が なされ,そ の結果1913(大正2)年10月3日,第1回 図
案 及応 用作品展 覧会,い わゆ る農展 の開催 をみ るに至 った。⑳ ちなみ に,文 展
の開設 を定 めた時の文部大 臣 もまた牧野顕伸 で あ り,文 展 が東京美術 学校 の正
木 直彦,黒 田清 輝 を中心 と して推進 されたの に対 し,農 展 開催推進 グループが,
平 山英三 をは じめ とす る東 京高等工業学校 関係者 で あったこ とは注 目 してよい。
文展開催 か ら農 展 に至 る間 に,デ ザ イ ン振 興策 が全 くなかった訳 で はない。
この間,農 商 務省商務局主 催で,「 商品改良会」⑳ な る催 しが行 なわ れていた。
これ は,国 内で生産 されて いる商品 に対 し,製 作上 の問題,消 費者 に対す る研
究 とい う2つ の角度 か ら検 討 を加 え,外 国商品 に比肩 し得 る商品 改良の実績 を
挙 げよ うとす るもので,消 費者 を視角 に入 れてい る点 に注 目 したい。1910(明
治43)年3月 か ら1912(大正元)年11月 にかけて前後6回,玩 具,飾 り金具,
刺 繍,木 竹製 品,紙,陶 磁 器 ・漆器 ・洋 風家具 をテーマ に開催 されて い る。
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平山英三 は第1回 〈玩具 〉 および第6回 〈陶磁 器 ・漆 器 ・洋風家 具〉 の審査
長 を務 め,会 の振 興 に尽 力 した。
商品改良会 は その後,1913(大正2)年4月,〈 皮 革 ・擬 革製品 〉が予定 さ
れて いた が,実 施 に移 された か否 かは明 らかで ない。丁度 この年 は,同 じく農
商務 省主催 の第1回 図案及応 用作品展覧会 開催 の年 に当 るので,あ るい は,こ
の農展 と合 併吸収 の かた ちで と り止 め られて いるか も知 れ ない。
ともあれこの商品改良会 は,特 に第6回 の出品 が 「意匠図案」 に限 られてい
た例 にみ るよ うに,東 京勧 業博 覧会 か ら農展 に至 る間 をつ な ぐ,デ ザ イ ン振興
策 の一環 と して位 置づ け られ よ う。
商品改良会 が続 け られていた1911(明治44)年,イ タリアの ローマお よび ト
リ、ノで万国美術勧 業博覧会 が開催 された。英 三 は出 品協会 の理事長 としてほぼ
1年,ト リノに滞 在 してい る。 この博覧会 につ いては画 家の石井柏亭 も渡欧 中
の見 聞 と して自伝 で触 れてお り,英 三 の 日記(博 覧会 のための渡航 ・滞 欧 日記)
にも柏亭 の来訪 を受 けた 旨が記載 されてい る。博覧会終 了後 は ウ ィー ンに も足
をのば し,英 三 の母校 ウ ィー ン美 術工業学校 に留学 中の安田禄造 に も会 った こ
とが 日記 にみ え,英 三の教 え子 に対す る細 かい配慮 の あとが うかが える。
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農展 開催 の翌年1914(大正3)年1月11目,英 三 は病 を得・て60余年 の生涯 を閉 じ
た。 ウィー ン万博 への参加以来,一 貫 してデザ イ ンの啓蒙 と振興,後 進 の指導
育成 に力 をささげ続 けた一生 で あった とい って よい。英 三の四男故平 山孝氏
(元運輸 政務次官,歴 史的風土 審議会 々長他 役職 多数 を歴 任 した)の 著 述 の中
に,僅 かに父英 三 の人 とな りを しのばせ る文章 が散 見 されるが,英 三 は謹厳 か
つ清廉 を旨 と した人柄 で あった。 その ことは,数 々 の団体 や機 関 に所属 し,多
くは その創 業期 の活動 か ら参画 しその発展 に寄 与す る所 大で あ りなが ら,常 に
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ワキ役 と して各 々の事 業 を支 える立場 を貫 い たこ とか らも うかが える。
は じめに触 れた よ うに,デ ザ イ ンの先覚 者 としての平 山英三 の重跡 は十分 評
価 され てい るとは いい難 い。本稿 においては,平 山英 三 を含 めて,明 治期 にお
け るわが国近代 デザ イ ンの展 開 に対 す る研 究 が,未 だ十分進展 して いる とはい
い難 い現状 を意識 しつ つ,平 山英三 のデザ イ ン啓蒙活 動 を,資 料 が語 るま まに
明 らかにす ることを心掛 けた。何分英 三の活動 が多岐 にわた り,か つ活動 の諸
分野 の多 くが その創業期 にあったため,個 々 の活動 に十分 な分析 を加 え得 ず,
また英三の全貌 を追 うあま り,論 考 の焦 点 を失 す るき らいにあ るが,明 治期 に
お けるデザ イ ン運 動 と平 山英三 とのかか わ りに関 す る展望 は得 られ た もの と考
える。
なお英三 が没 して8ヵ 月後,東 京高等 工業学校工 業図案科 の廃止 が発表 され,
17年に亘 る活動 の歴 史 を閉 じること となった。 あたか も工業図案科 が,そ の創
設期 か ら関与 して いた平 山英三 と命運 を共 に した感 が ある。
本稿 作成 に当 り,平 山英 三の四男孝氏夫 人平山登美子 さんお よび その ご家族
の方 々 から多 くの ご教授 をいただ き貴重 な資料 の ご提供 をいただい た。 また塩
田真 をは じめ とす る塩 田家 に関す る事項 につ いては,平 山登美子 さんの ご紹介
によ り塩 田真 の孫 娘 に当 られ る土岐栄 さん との こ面識 を得・,貴重 なご教授 をい
ただ くこと を得 た。
ウ ィー ン美術 工業学校 に関す る資料 は,平 山英三 の在籍 記録 を含 め,Hoch-
schulefurangewandteKunstinWienのHeinzAdamek博士 のお手 をわず ら
わ して いる。 この場 をか りて,厚 くお礼 申 し上 げ ます。
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平山萸三略歴
※大円は主要な活動
